
図版93

69-13                           υ口
~:帝

1.ナメラ迫這跡Ⅱ区遺構に伴わない這物 2
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1.妾メラ迫遺跡Ⅱ区遺橋に伴わない遺物 3
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1.ナメラ迫遺跡Ⅱ区遺構に伴わない遺物 4
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2.ナメラ迫遺跡Ⅲ区出土遺物
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ナメラ迫遺跡 島根県
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遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中祖遣跡 集落遺跡 古墳時代

奈良時代

平安時代

江戸時代

礎石建物跡

土坑 。溝状

遺構・石敷

道

土師器 。須恵器・九瓦

平瓦・焼塩壷・陶磁器

砥石 。磨製石斧・刀子

寛永通宝

奈良・平安時代の礎石建

物跡を確認

ナメラ迫遺跡 集落遺跡 古墳時代

奈良時代

平安時代

室町時代

竪穴遺構・

溝状遺構・

掘立柱建物

跡・土坑

土師器・須恵器・篭・土

製支脚・陶磁器 。砥石・

刀子

古墳時代中期の集落跡を

確認

要  約 中祖遺跡では奈良・平安時代の礎石建物跡を確認した。この建物跡は出上した瓦の検

討から戻斗棟をもつものであることが明らかとなっており、石見ではまだ検出例が少な

い官行関連の施設であると考えられる。

ナメラ迫遺跡では古墳時代中期～後期の集落跡の一部が確認された。狭溢な谷部に営

まれているが、付近には古墳も存在し、石見沿岸部における古墳時代の小集落の様相を

窺うことができる。
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